
１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生

基本操作

〇様々な手段での文字入力
・ソフトウェアキーボードによる文字の入力
・手書き入力　・音声入力
〇コンピュータの基本操作
・起動・終了を含めたソフトウェアの操作等

〇キーボードによるローマ字入力
・手書き入力
・音声入力
・ローマ字入力

〇キーボードによる漢字・平仮名・片仮名・アルファ
ベット・数字を含む文の入力

〇キーボードによる漢字・平仮名・片仮名・アルファ
ベット・数字を含む文の入力
〇キーボードで１分間に全角３０文字程度の入力

〇タッチタイピングによる漢字・平仮名・片仮名・アルファベッ
ト・数字を含む文の入力
〇キーボードで１分間に全角７０文字程度の入力

〇タッチタイピングによる漢字・平仮名・片仮名・アルファベッ
ト・数字を含む文の入力。
〇フォントの種類やサイズなどの基本的な書式の変更等
〇キーボードで１分間に全角８０文字程度の入力

検索・収集

〇インターネットでの簡単な検索
〇デジタルカメラや音声メモなどのデジタル機
器を使った情報収集
〇 データ、情報、情報へのアクセス方法

〇インターネットでの簡単な検索
〇デジタルカメラや音声メモなどのデジタル機
器を使った情報収集
〇 データ、情報、情報へのアクセス方法

〇デジタル環境でのデータ、情報、コンテンツの検索
〇デジタルカメラや音声メモなどのデジタル機器を
使った情報収集
〇 データ、情報、情報へのアクセス方法

〇デジタル環境でのデータ、情報、コンテンツの検索
〇簡単なアンケートツールや、デジタルカメラや音声メ
モなどのデジタル機器を使った情報収集
〇データ、情報、情報へのアクセス方法

〇アンケートツールとスプレッドシートを組み合わせた情報収集
○情報メディアからの情報収集の方法と情報の検証方法

〇アンケートツールとスプレッドシートを組み合わせた情報収集
○情報メディアからの情報収集の方法と情報の検証方法

アーカイブ・再利用

〇簡単な方法で、任意の場所へファイルを保存

〇簡単なページ構成でのポートフォリオサイト
作成

〇構造化された環境の中での、任意の場所への
ファイルを保存、削除

○クラウド上のファイルの保存場所についての
理解
〇 簡単なページ構成でのポートフォリオサイト
作成

〇 構造化された環境の中で、任意の場所へファイルを
保存・削除、ファイル名をつけた保存

○クラウド上のファイルの共有設定の理解
〇 簡単なページ構成で、ポートフォリオサイト作成

〇 構造化された環境の中で、任意の場所へファイルを保
存・削除、ファイル名をつけた保存

○クラウド上のファイルの各種共有設定
〇 簡単なページ構成で、ポートフォリオサイト作成

〇 構造化された環境の中で、任意の場所へファイルを保存・削除、
ファイル名をつけた保存

○クラウド上のファイルの各種共有設定
〇 カテゴリごとに分類を考えて階層化ページを構成したポートフォ
リオサイト作成

〇 構造化された環境の中で、任意の場所へファイルを保存・削
除、ファイル名をつけた保存

○クラウド上のファイルの各種共有設定
〇 カテゴリごとに分類を考えて階層化ページを構成したポート
フォリオサイト作成

共有・協働・コミュ
ニケーション

○共有・協働ソフト、プレゼンテーションソフ
ト等の基本的な操作
〇グループコミュニケーションツールやビデオ
会議システムの操作

〇共有・協働ソフト、ワープロソフト、プレゼ
ンテーションソフト等の基本的な操作
〇グループコミュニケーションツールやビデオ
会議システムの操作

〇共有・協働ソフト、ワープロソフト、プレゼンテー
ションソフト等の操作
〇グループコミュニケーションツールや、メール、ビ
デオ会議システムでの 、音声や動画メッセージ送信
〇宛先や件名などを入力した電子メールの送信方法の
理解

〇共有・協働ソフト、ワープロソフト、プレゼンテー
ションソフト等の操作
〇相手に応じた共有設定
〇グループコミュニケーションツールや、メール、ビデ
オ会議システムでの 、音声や動画メッセージ送信
〇宛先や件名などを入力した電子メールの送信方法の理
解

〇共有・協働ソフト、ワープロソフト、プレゼンテーションソフト
等の操作
〇相手に応じた共有設定
〇グループコミュニケーションツールや、メール、ビデオ会議シス
テムでの 、音声や動画メッセージ送信
〇オンラインのコミュニティ等での情報発信方法の理解
・Blogでの投稿の仕方、コメント返信

〇共有・協働ソフト、ワープロソフト、プレゼンテーションソフ
ト等の操作
〇相手に応じた共有設定
〇グループコミュニケーションツールや、メール、ビデオ会議シ
ステムでの 、音声や動画メッセージ送信
〇オンラインのコミュニティ等での情報発信方法の理解
・Blogでの投稿の仕方、コメント返信

整理・分析

〇共有・協働ソフトでの絵や図を用いた情報の
整理

〇共有・協働ソフトでの絵や図を用いた情報の
整理
〇共有・協働ソフトでの簡単な表やグラフを用
いた情報の整理

〇共有・協働ソフトでの観点を決めた表やグラフを用
いた情報の整理

〇表計算ソフトでの観点を決めた表やグラフを用いた情
報の整理
・簡単なグラフ作成

〇表計算ソフトでの目的に応じた表やグラフを用いた情報の整理
・表の作成（二次元の表）等
・ドットプロット、棒グラフ、折れ線、円グラフ等の作成

〇表計算ソフトでの目的に応じた表やグラフを用いた情報の整理
・表の作成（二次元の表）等
・ドットプロット、棒グラフ、折れ線グラフ、円グラフ等の作成

表現・創造・発信

〇簡単なコンテンツ（音声・静止画・動画等）
の作成・編集

〇簡単なコンテンツ（音声・静止画・動画等）
の作成・編集

〇簡単なコンテンツ（音声・静止画・動画・文字等の
組み合わせ）キーボードによるローマ字入力でのド
キュメント作成・編集
〇コンテンツの単純な項目を修正、改良、統合する方
法

〇簡単なコンテンツ（音声・静止画・動画・文字等の組
み合わせ）キーボードによるローマ字入力でのドキュメ
ント作成・編集
〇各種コンテンツの単純な修正、改良、統合方法

〇文字、静止画、動画などのメディアを組み合わせた印象的な表現
技法
○目的に応じたWEBページ構成や公開等の権限設定
〇Blog記事投稿とコメント返信の方法
〇各種コンテンツや情報の単純な項目を修正、改良、統合方法

〇文字、静止画、動画などのメディアを組み合わせた印象的な表
現技法
○目的に応じたWEBページ構成や公開等の権限設定
〇Blog記事投稿とコメント返信の方法
〇各種コンテンツや情報の項目を修正、洗練、改善、統合方法

評価
問題解決方法等

〇問題解決における情報の大切さを知る
〇問題解決の各段階における情報活用の振り返
りの方法

〇問題解決における情報の大切さを知る
〇問題解決の各段階における情報活用の振り返
りの方法

〇目的に応じて情報活用の見通しを立てる手順
〇問題解決の各段階における情報の活用を振り返り、
改善点を見出す手順

〇目的に応じて情報活用の見通しを立てる手順
〇問題解決の各段階における情報の活用を振り返り、改
善点を見出す手順
〇相手が情報をどのように受け取り、処理するかの理解
〇対象とする相手の視点で問題を見つけ、解決する方法

〇問題解決のための情報及び情報技術の活用の計画を立てる手順
〇多様な良さ（目的に応じた時間・空間・モノ・ヒト・コト）に着
目した情報活用の方法
〇情報及び情報技術の活用を振り返り、改善点を見出す手順
〇結論やデータについて，別の観点から見直す手順等
〇相手が情報をどのように受け取り、処理するかの理解
〇対象とする相手の視点で問題を見つけ、解決する方法

〇問題解決のための情報及び情報技術の活用の計画を立てる手順
〇多様な良さ（目的に応じた時間・空間・モノ・ヒト・コト）に
着目した情報活用の方法
〇情報及び情報技術の活用を振り返り、改善点を見出す手順
〇結論やデータについて，別の観点から見直す手順等
〇相手が情報をどのように受け取り、処理するかの理解
〇対象とする相手の視点で問題を見つけ、解決する方法

・手順とコンピュー
タの動作の関係

〇プログラムの存在を知る
・コンピュータの動作にはプログラムが必要で
あることに気付く

〇コンピュータの動作とプログラムの関係
 ・コンピュータの動作にはプログラムが必要で
あることを知る
・プログラムは手順や指示を自動化したもので
あること等を知る

〇コンピュータの動作とプログラムの関係
 ・コンピュータの動作にはプログラムが必要であるこ
とを知る
・プログラムは手順や指示を自動化したものであるこ
と等を知る

〇コンピュータの動作とプログラムの関係
 ・プログラムは手順や指示を自動化したものであり、明
確な指示が必要であることを理解する

〇手順（アルゴリズム）とコンピュータの動作の関係の理解
 ・異なる手順でも同じ動作をすること
 ・同じ命令の組み合わせでも入れ替わることで異なる動作をするこ
と
 ・異なる手順で、動作の効率が異なること等

〇手順（アルゴリズム）とコンピュータの動作の関係の理解
 ・異なる手順でも同じ動作をすること
・同じ命令の組み合わせでも入れ替わることで異なる動作をする
こと
 ・異なる手順で、動作の効率が異なること等

・意図した処理を行
うための最適なプロ
グラムの作成、評
価、改善

〇大きな事象の分解と組み合わせの体験
・与えられた手順を見て、既知の事象を分解で
きることに気付く
・一連の作業の流れを、細かく手順ごとに分解
できることに気付く

〇大きな事象の分解と組み合わせの体験
・与えられた手順を見て、既知の事象を分解で
きることに気付く
・一連の作業の流れを、細かく手順ごとに分解
できることに気付く

〇単純な繰り返しなどを含んだプログラムの作成、評
価、改善
 ・ビジュアル型プログラミング言語を用いた簡単な手
順を表現する方法の理解

・大きな事象を分解する方法の理解
・身の周りの経験等は、いくつかのまとまりに分解で
きることに気付く
・順序立てて進めていく方法の理解
・試行の方法
・図示した手順を確認して、過不足等を確認する方法

〇単純な繰り返し、条件分岐、データや変数などを含ん
だプログラムの作成、評価、改善
 ・ビジュアル型プログラミング言語を用いた繰り返し、
条件分岐、データや変数などを含んだプログラムの作成
方法
・変数などの表現方法

・大きな事象を分解する方法の理解 ・順序立てて進めて
いく方法の理解 ・類似性や関係性を適用する方法の理解
・手順には、最適であったり効率のよい順番があること
に気付く
・作成したプログラムの試行結果による手順の確認方法

〇意図した処理を行うための最適なプログラムの作成、評価、改善
 ・ビジュアル型プログラミング言語を用いた繰り返し、条件分岐、
データや変数などを含んだプログラムの作成の方法
・変数などの表現方法

・大きな事象を解決可能な小さな事象に分解する方法
・事象の階層構造に気付く
・物事の手順や、原因と結果の因果関係
 ・他でも流用できるような規則性 ・全体の仕組みを単純化し、物事
の共通部分を見つける方法 ・目的に合った評価の観点
・作成したプログラムの試行結果による手順の改善方法や目的の照
らし合わせ方

〇意図した処理を行うための最適なプログラムの作成、評価、改
善の理解
 ・ビジュアル型プログラミング言語を用いた繰り返し、条件分
岐、データや変数などを含んだプログラムの作成の方法
・変数などの表現方法
・様々なセンサーの役割、センサーを使ったプログラミングの作
成の方法

・大きな事象を解決可能な小さな事象に分解する方法
・事象の階層構造
・物事の手順や、原因と結果の因果関係
 ・他でも流用できるような規則性
 ・全体の仕組みを単純化し物事の共通部分を見つける方法
 ・目的に合わせて、最適な要素だけを見出すことができること。
 ・目的に合った評価の観点
 ・効率化等を検証する方法

・手順（アルゴリズ
ム）の表現方法

〇手順を図示する方法 〇手順を図示する方法 〇図示（フローチャート）による単純な手順（アルゴリ
ズム）の表現方法を知る

〇図示（フローチャート）による単純な手順（アルゴリズム）の表
現方法の理解

〇図示（フローチャート）による単純な手順（アルゴリズム）の
表現方法の理解

〇身近なところから様々な情報を収集する方法
を知る
・いろいろな人からの聴き取り

〇身近なところから様々な情報を収集する方法
を知る
・いろいろな人からの聴き取り
・観察、実験や見学等でのメモの取り方、必要
な語句などの書き留め方
・観察，実験の過程やそこから得られた結果を
適切に記録すること等

〇調査等での基本的な情報収集の方法の理解
・インタビューの仕方
・観察、実験や見学等でのメモの取り方、必要な語句
などの書き留め方
・観察，実験の過程やそこから得られた結果を適切に
記録すること等

〇調査等での基本的な情報収集の方法の理解
・アンケート調査での問いの作り方等
・手紙での取材の仕方
・観察、実験や見学等でのメモの取り方、必要な語句な
どの書き留め方等
・観察，実験の過程やそこから得られた結果を適切に記
録すること等

〇調査等での基本的な情報収集の方法の理解
・比較を目的とした調査（実験・観察等）の条件設定の方法等
・起こり得る場合を考える際に，落ちや重なりなく調べる方法等
・目的や意図に応じた情報の集め方等

〇調査等での基本的な情報収集の方法の理解
・比較を目的とした調査（実験・観察等）の条件設定の方法等
・起こり得る場合を考える際に，落ちや重なりなく調べる方法等
・目的や意図に応じた情報の集め方等

〇図書寒での本の探し方を知る 〇図書寒での本の探し方 〇各種の具体的資料等からの基本的な情報収集の方法
の理解
・地図や地図記号の約束等
・統計などの基礎的資料の特徴
・辞書、事典等の引き方
・本の検索の方法、目次や索引の利用の仕方
・情報を選ぶ目的、基準のもち方

〇各種の具体的資料等からの基本的な情報収集の方法の
理解
・地図や地図記号の約束等
・統計や年表などの基礎的資料にある情報の特徴
・辞書、事典等の使い方
・本の検索の方法、目次や索引の利用の仕方
・情報を選ぶ目的、基準のもち方

〇情報メディアからの情報収集の方法と情報の検証方法
・日本十進分類法
・情報を伝達するメディア（本、パンフレット、新聞等）にある情
報の取捨選択方法
（出展や作成時期、作成者を確かめること、情報を選ぶ目的、基準
のもち方）
・地図帳や地球儀，統計（や年表）などの各種の基礎的資料の特徴
・情報収集たのめの機器の長所と短所等

〇情報の収集の方法と情報の検証、整理の方法
・日本十進分類法
・情報を伝達するメディア（本、パンフレット、新聞等）にある
情報の取捨選択方法
（出展や作成時期、作成者を確かめること、情報を選ぶ目的、基
準のもち方）
・地図帳や地球儀，統計（や年表）などの各種の基礎的資料の特
徴
・情報収集たのめの機器の長所と短所等
・簡単に検索できるようにするための情報の整理と保存

〇絵や図を用いた情報の整理の方法の理解
・ものの個数について簡単な絵や図で表すこと

〇絵や図を用いた情報の整理の方法の理解

〇簡単な表やグラフを用いた情報の整理の理解
＜表での整理＞
・観点が一つの表
・着目する観点による分類整理の仕方の違い

＜グラフでの整理＞
・●などを並べて大きさを表すグラフ

〇観点を決めた表やグラフを用いた情報の整理の方法
の理解
＜表での整理＞
・簡単な二次元の表
　日時，曜日，時間や場所などの観点から分類の項目
を選び、二つの観点から分類整理する方法等

＜グラフでの整理＞
・棒グラフ　（横軸：質的な文字情報）
　項目ごとの大小比較をグラフとして表す方法
・複数の棒グラフの組み合わせ
　二次元の表から複数の棒グラフを組み合わせて表す
方法

〇観点を決めた表やグラフを用いた情報の整理の方法の
理解
＜表での整理＞
・二次元の表
　日時，曜日，時間や場所などの観点から分類の項目を
選び、二つの観点から分類整理する方法等

＜グラフでの整理＞
・折れ線グラフ
　関数的な関係を表す方法（時系列データ）
・複数の棒グラフの組み合わせ
　二次元の表から複数の棒グラフを組み合わせて表す方
法
・簡単な円グラフや帯グラフ

〇目的に応じた表やグラフを用いた情報の整理の方法の理解
＜表での整理＞
・二次元の表の作成法
・割合、百分率、平均値

＜グラフでの整理＞
・円グラフや帯グラフ
　基準量と比較量との関係をグラフとして表す方法
・折れ線グラフ
　関数的な関係を表す方法（時系列データ）
・複数の棒グラフの組み合わせ
　二次元の表から複数の棒グラフを組み合わせて表す方法

〇目的に応じた表やグラフを用いた情報の整理の方法の理解
＜表での整理＞
・二次元の表の作成法
・代表値の意味や求め方等（平均値，中央値，最頻値、階級等）
　起こり得る場合を順序よく整理するための図や表などの用い方
等
＜グラフでの整理＞
・柱状グラフ、ドットプロット等
　度数分布を表す表やグラフで整理する方法
・円グラフや帯グラフ
　基準量と比較量との関係をグラフとして表す方法
・折れ線グラフ
　関数的な関係を表す方法（時系列データ）
・複数の棒グラフの組み合わせ
　二次元の表から複数の棒グラフを組み合わせて表す方法

〇絵や図で表された情報のを捉える方法の理解
・絵や図で表された情報から着目する観点を定
めること

〇表やグラフなどの情報の傾向と変化を捉える
方法の理解
・簡単な表やグラフで表された情報から着目す
る観点を定めること

〇表やグラフなどの情報の傾向と変化を捉える方法の
理解
・最大値や最小値，項目間の関係，集団のもつ全体的
な特徴の捉え方等
・表やグラフ（棒グラフ）等からデータ全体の分布の
様子を捉える方法等
・グラフの「題、縦軸・横軸の単位、凡例、数値デー
タ」などの意味、変化の様子、解釈方法
・軸目盛の幅によるグラフの見え方の違い
※地図情報が示すデータの捉え方

〇表やグラフなどの情報の傾向と変化を捉える方法の理
解
・最大値や最小値，項目間の関係，集団のもつ全体的な
特徴の捉え方等
・表やグラフ（棒グラフ、折れ線グラフ複数系列のグラ
フ、組み合わせ、簡単な円グラフと帯グラフ）等から
データ全体の分布の様子を捉える方法等
・グラフの「題、縦軸・横軸の単位、凡例、数値デー
タ」などの意味、変化の様子、解釈方法
・軸目盛の幅によるグラフの見え方の違い
※地図情報が示すデータの捉え方

〇表やグラフなどの情報の傾向と変化を捉える方法の理解
・割合、百分率、平均値、表やグラフ（棒グラフ、折れ線グラフ、
円グラフ・帯グラフ、複数系列のグラフ、組み合わせグラフ）等か
らデータ全体の分布の様子、傾向を捉える方法等
・グラフの「題、出典・年度、縦軸・横軸の単位、凡例、数値デー
タ」などの意味、変化の様子、解釈方法

※地図情報が示すデータの捉え方

〇表やグラフなどの情報の傾向と変化を捉える方法の理解
・代表値（平均値，中央値，最頻値等）や度数分布を表す表やグ
ラフ等からデータ全体の分布の様子、傾向を捉える方法等
・グラフの「題、出典・年度、縦軸・横軸の単位、凡例、数値
データ」などの意味、変化の様子、解釈方法

※地図情報が示すデータの捉え方

表現・創造・発信

〇情報の統合等の方法
・文字、表、絵等を使ってまとめて表現する方
法等

〇情報の統合等の方法
・文字、表、絵等を使ってまとめて表現する方
法等

〇情報の統合等の方法の理解
・文字、表やグラフ、図形、画像等を使ってまとめて
表現する方法等
・自他の情報を組み合わせて表現する方法

〇情報の統合等の方法の理解
・文字、表やグラフ、図形、画像等を使ってまとめて表
現する方法等
・自他の情報を組み合わせて表現する方法

〇引用の仕方や出典の示し方の理解
・引用する部分をかぎ（「 」）でくくること等
・文章に限らず，図表やグラフ，絵や写真などについて
も同様に扱うこと等
・引用元の書物や典拠などの示し方等

〇情報の統合等の方法の理解
・文字、静止画などのメディアを組み合わせた編集方法等
・白地図や年表，図表（グラフを含む）などに効果的にまとめる技
能
・表現目的に応じたグラフの軸目盛の幅の取り方
・文字の大きさや色遣い、画像の配置などレイアウトでの印象の違
いの理解等
・目的に応じたグラフの軸目盛の幅の取り方

〇引用の仕方や出典の示し方の理解
・引用する部分をかぎ（「 」）でくくること等
・文章に限らず，図表やグラフ、絵や写真などについても同様に扱
うこと等
・引用元の書物や典拠などの示し方等

〇情報の統合等の方法の理解
・文字、動画、静止画などのメディアを組み合わせた編集方法等
・白地図や年表，図表（グラフを含む）などに効果的にまとめる
技能
・表現目的に応じたグラフの軸目盛の幅の取り方
・文字の大きさや色遣い、画像の配置などレイアウトでの印象の
違いの理解等

〇引用の仕方や出典の示し方の理解
・引用元の書物や典拠などの示し方等
・本文に図表を用いる場合の「図１は，～」、「表１は，～」の
表現方法の理解等

ニュース・メディア
リテラシー

○オンラインのコンテンツを使用する際のクレ
ジットについての意味
・何かを作成した人に敬意を表すこと
・学校での課題解決におけるコンテンツを利用
時に制作者へ敬意を払うこと

○オンラインのコンテンツを使用する際のクレジット
についての意味
・学校での課題解決におけるコンテンツを利用時の、
制作者へのクレジットやリンクの記載方法
・クレジットを与えることが、人々の仕事に対する敬
意のしるしであること

○写真やビデオはデジタルで変更できることの理解
・写真やビデオを改変するのは様々な理由があること

〇情報に関する自分や他者の権利についての基本的な理
解
・無断で描写や撮影されるのを拒む権利
・知的財産
・著作物には著作権があること
・引用の仕方や出典の明記の仕方
・盗用、剽窃

〇オンラインニュース記事の構成要素と構成の理解
・オンライン ニュースページの各要素の目的
・オンライン ニュースページを読む際の注意事項
・参照URLの確認
・誇張したり、記事とは異なったりする見出し
・日付や署名のないニュース
・ニュース記事のような広告
・スポンサー付きの コンテンツ
・誤解を招く、または広告である画像

〇インターネット上の誤った情報や誤解を招く情報、信頼できる
情報を見分けることの理解
・何かまたは誰かに対して、または反対する強い意見または好み
を示すものがあること
・フェイク ニュースと信頼できるニュースを区別するための基準
・インターネットで見つけた情報の信頼性の評価

プライバシー・セ
キュリティ

〇インターネットを安全に利用する方法の理解
・インターネットでできること
・オンラインで安全を保つことと実生活で安全
を保つこと
・適切なサイトやアプリが何であるかの理解
・Webサイトの信号機
・大人に助けを求める方法
・写真を撮影するときのマナーと撮影した写真
の取り扱い

〇インターネットを安全に利用する方法の理解
・個人情報とは何か
・個人情報を非公開にすることの意味

・写真を撮影するときのマナーと撮影した写真
の取り扱い

○アカウントを保護することについての理解
・公的なアカウントについて
・パスワードの目的
・記憶に残る強力なパスワードが重要であること

○オンラインで共有・公開できる情報についての理解
・個人を識別できる情報（個人情報）と特定できない個
人的な情報についての理解
・個人情報を共有することのリスク

○クリックベイトとそれを回避するための方法についての理解
・クリックベイトについて
・クリックベイトをクリックすると有害なサイトやウィルスに感染
する可能性があること
・個人情報を取得するウェブサイトやアプリが存在すること
・クリックベイトを回避すること

○フィッシング詐欺から身を守ることについての理解
・フィッシングについて
・フィッシング詐欺の被害にあわないためにできること

○デジタル環境におけるリスクと脅威の区別
・ 安全・安心対策
・信頼性とプライバシーに配慮する方法

ネットいじめ・オン
ラインもめ事・ヘイ
トスピーチ

○オンラインでの意地悪になる言葉や行為があ
ることと、それに対応する方法の理解
・オンラインの意味
・対面とオンラインでの振る舞いのちがい
・オンライン意地悪への対処の方法
　Step away.　Tell a trusted adult.
　OK sites first.　Pause and think online.

○ネットいじめに直面したときの対処方法についての
理解
・人によって捉え方が異なるため、使用する言葉につ
いて考えることが重要であること
・オンラインで意地悪な言葉に応答する方法
・どの種類の発言がオンラインでOKで、どれがそうで
ないかを判断すること

○ネットいじめに遭遇したときの行動の仕方の理解
・ネットいじめには様々な形態があること
・善きデジタル市民となること
・いじめられている人を擁護または支援することや、信
頼できる大人に伝えるなどの対処方

○ネットいじめに遭遇したときの行動の仕方の理解
・ネットいじめの定義
・ネットいじめが発生する理由と攻撃を受けた場合の対応方法
・いじめられている人を擁護または支援することや、信頼できる大
人に伝えるなどの対処方

○ネットいじめに遭遇したときの行動の仕方の理解
・ネットいじめの定義
・ネットいじめが発生する理由と攻撃を受けた場合の対応方法
・いじめられている人を擁護または支援することや、信頼できる
大人に伝えるなどの対処方

デジタル足跡

○オンラインで共有した情報がデジタル足跡や
「手がかり」となって残ることの理解
・デジタル足跡、個人情報、アカウント

○オンラインで共有した情報がデジタル足跡や
「手がかり」となって残ることの理解
・デジタル足跡、個人情報、アカウント

○デジタル足跡が蓄積されていくことによって、自分
のアイデンティティが作られていくことの理解
・自分の投稿、プロフィール、オンラインでの会話等
が自分のアイデンティティに影響を及ぼすこと

○自分のデジタル足跡は制御できる場合と制御できない
場合があるということの理解と、自分や他人によい効果
をもたらすための行動についての理解。
・オンラインで善い自分を見せること
・公開してもよいものだけを投稿すること
・写真を撮影するときのマナーと撮影した写真の取り扱
い
・他の人の写真を投稿する際は、許可を得ること
・オンラインでも、他の人を大切に扱うこと

○非科学的なジェンダーの先入観が不公平や偏見につながることの
理解
・多様性に目を向けること
・自らが先入観を持っているかもしれないことを自覚すること
・ジェンダーの先入観が、自分の判断にどのような影響を与えるか
を理解すること

○ソーシャルメディア（ブログ、ＳＮＳ、動画共有サイトなど）
における複数アカウント取得の利点と欠点についての理解
・フィンスタ・アカウント
・投稿を作成する際にどのように見られるかを考えること
・複数のソーシャルメディアアカウントを持つことの利点と欠点
・アカウントの管理

対人関係・コミュニ
ケーション

○インターネットで様々な人がつながっている
ことの理解
・インターネットでの人とのつながり
・オンラインのコミュニティと対面のコミュニ
ティ
・信頼できる大人の許可を得てやりとりをする
こと

○オンラインのコミュニティでの約束やマナーについ
ての理解
・情報を共有することの大切さの理解
・普段の生活でもインターネット上でも他者との関わ
り方を大切にすることの理解
・オンラインのコミュニティに参加する際の責任や約
束、マナーについて

○オンラインのコミュニティでの責任と行動が及ぼす影
響についての理解
・オンラインゲームなどでのコミュニティによる影響
・他者との関わりや影響を意識した行動について

〇発信した情報や情報社会での行動が及ぼす影響の理解
・オンラインのみのの友人関係の利点とリスク
・オンラインの人間関係と安全に過ごす方法

〇発信した情報や情報社会での行動が及ぼす影響の理解
・様々なオンラインの友達と安全に共有できる情報
・オンラインでのやりとりの状況を改善するための行動

メディアバランス・
ウェルビーイング

○テクノロジーを利用するときの自分の気持ち
の管理について理解
・テクノロジーを利用したときに表出する感情
について
・テクノロジー利用を利用して不快になったと
きの対処方法

○自分や他人にとってのデバイスフリーについ
て理解
・デバイスを利用しない方がよい状況について
　安全性、人の尊重、集中時、睡眠
・自分にとってのデバイスフリー

○責任のリングについての理解
・テクノロジーを責任を持って使用すること
・自分の行動が自分自身や他人に及ぼす影響について

〇情報メディアの利用による影響とメディアバランスに
ついての基本的な理解
・健康的なメディアの選択について
・自分のメディアバランス（何を選び、いつ使うか、ど
のくらい使うか）を見つけること。

〇情報メディアの利用による健康への影響の理解
・自分のメディアバランス（何を選び、いつ使うか、どのくらい使
うか）を見つけること。
・情報メディアの利用に対する行動の仕方
　（ゲームなどの利用に対する対処、行動の考え方）

〇情報メディアの利用による健康への影響の理解
・オンライとオフラインでの生活
・自分のメディアバランス（何を選び、いつ使うか、どのくらい
使うか）の振り返りをすること。
・情報メディアの利用に対する行動の仕方
　（ゲームなどの利用に対する対処、行動の考え方）

印西市立原山小学校　情報活用能力育成の指導体系表　（Ver.４)

問題解決・探
究における情
報活用の方法

の理解等

検索・収集

整理・分析

〇情報と情報との関係の理解（比較・関連等）
・主語と述語、目的語の関係
・ものごとの原因（理由）と結果を表す因果関係の理解
・主張と、その具体例、体験、引用の関係（イコールの関係）
・意見を何かと比べて説明する対立の関係の理解
・複数の情報を比べたり結び付けたりすることの理解等

〇情報と情報との関係の理解（比較・関連等）
・主語と述語、目的語の関係
・ものごとの原因（理由）と結果を表す因果関係の理解
・主張と、その具体例、体験、引用の関係（イコールの関係）
・意見を何かと比べて説明する対立の関係の理解
・複数の情報を比べたり結び付けたりすることの理解等

知識
及び
技能

〇情報と情報との関係の理解（比較・関連等）
・まとめる言葉、言葉の整理
・・主語と述語、目的語の関係
・事柄同士の共通、相違する関係の理解

〇情報と情報との関係の理解（比較・関連等）
・主語と述語、目的語の関係
・事柄同士の共通、相違する関係の理解
・時間、手順、重要度などの事柄の順序の関係
の理解

〇情報と情報との関係の理解（比較・関連等）
・主語と述語、目的語の関係
・ものごとの原因（理由）と結果を表す因果関係の理
解
・主張と、その具体例、体験、引用の関係（イコール
の関係）
・意見を何かと比べて説明する対立の関係の理解

〇情報と情報との関係の理解（比較・関連等）
・主語と述語、目的語の関係
・ものごとの原因（理由）と結果を表す因果関係の理解
・主張と、その具体例、体験、引用の関係（イコールの
関係）
・意見を何かと比べて説明する対立の関係の理解

④

デ
ジ
タ
ル
・シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ

＜考えるための技法＞

○ 順序付ける

・ 複数の対象について，ある視点や条件に沿って対象を並び替える。

○ 比較する

・ 複数の対象について，ある視点から共通点や相違点を明らかにする。

○ 分類する

・ 複数の対象について，ある視点から共通点のあるもの同士をまとめる。

○ 関連付ける

・ 複数の対象がどのような関係にあるかを見付ける。

○ 多面的に見る・多角的に見る

・ 対象のもつ複数の性質に着目したり，対象を異なる複数の角度から捉えたりする。

○ 理由付ける（原因や根拠を見付ける）

・ 対象の理由や原因，根拠を見付けたり予想したりする。

○ 見通す（結果を予想する）

・ 見通しを立てる。物事の結果を予想する。

○ 具体化する（個別化する，分解する）

・ 対象に関する上位概念・規則に当てはまる具体例を挙げたり，対象を構成する下位概念や要素に分けたりする。

○ 抽象化する（一般化する，統合する）

・ 対象に関する上位概念や法則を挙げたり，複数の対象を一つにまとめたりする。

○ 評価する

・ 基準・意図・効果等の視点から情報や活動を制御・改善する

○ 構造化する

③

教
科
等
の
内
容
に
関
連
し
た
項
目

①

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
領
域
の
技
能
等

②

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ



検索・収集

〇インターネットでの明確に定義された型通り
の簡単な検索によるデータ、情報、コンテンツ
の検索する
〇 カメラや音声メモなどのデジタル機器を
使った情報収集する
〇 データ、情報、情報へのアクセス方法を見
つけ、それらの間を行き来する

〇 インターネットで、明確に定義された型通り
の検索で、データ、情報、コンテンツを見つけ
る
〇 カメラや音声メモなどのデジタル機器を使っ
て情報を収集する
〇データ、情報、情報へのアクセス方法を見つ
け、それらの間を行き来する

〇 目的に応じて、デジタル環境でのデータ、情報、コ
ンテンツの検索する
〇 カメラや音声メモなどのデジタル機器を使って情報
を収集する
〇 データ、情報、情報へのアクセス方法を見つけ、そ
れらの間を行き来する

〇 目的に応じて、デジタル環境でのデータ、情報、コン
テンツの検索を計画して検索する
〇 簡単なアンケートツールや、カメラや音声メモなどの
デジタル機器を使って情報を収集する
〇データ、情報、情報へのアクセス方法を見つけ、それ
らの間を行き来する

〇目的に応じて、デジタル環境でのデータ、情報、コンテンツの検
索を計画・段取りしたり、検索したりする
〇 アンケートツールとスプレッドシートを組み合わせて情報を収集
する
○ 情報メディアからの情報収集の方法と情報の検証方法を理解し、
情報を収集する

〇目的に応じて、デジタル環境でのデータ、情報、コンテンツの
検索を計画・段取りしたり、検索したりする
〇 アンケートツールとスプレッドシートを組み合わせて情報を収
集する
○ 情報メディアからの情報収集の方法と情報の検証方法を理解
し、情報を収集する

アーカイブ・再利用

〇 簡単な方法で整理、保存、取得する方法を
確認し、任意の場所へファイルを保存する
〇 簡単なページ構成で、ポートフォリオサイ
トを作成する

〇 構造化された環境の中で、任意の場所へファ
イルを保存したり削除したりする
〇 簡単なページ構成で、ポートフォリオサイト
を作成する

〇 構造化された環境の中で、任意の場所へファイルを
保存・削除したり、また、共有する際には指示に沿っ
て適切な設定をしたりする
〇 簡単なページ構成で、ポートフォリオサイトを作成
する

〇 構造化された環境の中で、任意の場所へファイルを保
存・削除したり、また、共有する際には適切な設定をし
たりする
〇 ページ構成を階層化し、ポートフォリオサイトを作成
する

〇 構造化された環境の中で、任意の場所へファイルを保存・削除し
たり、また、共有する際には適切な設定をしたりする
〇 カテゴリごとに分類を考えた階層化ページを構成し、ポートフォ
リオサイトを作成する

〇 データ、情報、コンテンツを選択し、整理、保存したり、共有
する際には適切な設定をしたりする
〇 カテゴリごとに分類を考えた階層化ページを構成し、ポート
フォリオサイトを作成する

共有・協働・コミュ
ニケーション

〇 クラスの共有スペースにコンテンツを投稿
する
〇 協働的な過程において、共同作業できる簡
単なデジタルツール（共有プレゼン等）を活用
する
〇 グループコミュニケーションツールやビデ
オ会議システムでメッセージを送る

〇 クラスの共有スペースにコンテンツを投稿す
る
〇 簡単な参照と引用を確認する
〇 協働的な過程において、共同作業できる簡単
なデジタルツール（共有ドキュメントやプレゼ
ン等）を活用する
〇 学校における市民活動に参加するために、簡
単なデジタルツール（動画、プレゼン等）を活
用する
〇 グループコミュニケーションツールやビデオ
会議システムで 音声や動画でメッセージを送る

〇 グループコミュニケーションツールや、メール、ビ
デオ会議システムで 、音声や動画でメッセージを送る
〇簡単な参照と引用を確認する
〇 コンテンツ共有の技術を使って、コンテンツ共有す
る相手を選び、共有する
〇 協働的な過程において、共同作業できる簡単なデジ
タルツール（共有ドキュメントやプレゼン等）を活用
する
〇 コンテンツ共有の技術を使って、コンテンツ共有す
る相手を選び、指示に沿って設定し、共有する
〇 学校における市民活動に参加するために、簡単なデ
ジタルツール（動画、プレゼン等）を活用する

〇 グループコミュニケーションツールや、メール、ビデ
オ会議システムで、 音声や動画でメッセージを送る
〇簡単な参照と引用を確認する
〇 コンテンツ共有の技術を使って、コンテンツ共有する
相手を選び、共有する
〇 協働的な過程において、共同作業できるデジタルツー
ル（共有ドキュメントやプレゼン等）を活用する
〇 コンテンツ共有の技術を使って、コンテンツ共有する
相手を選び、指示に沿って設定し、共有する
〇 学校における市民活動に参加するために、簡単なデジ
タルツール（動画、プレゼン等）を活用する

〇 グループコミュニケーションツールや、メール、ビデオ会議シス
テムで、 音声や動画でメッセージを送る
〇 コンテンツ共有の技術を使って、コンテンツ共有する相手を選
び、適切な設定により共有する
〇 参照と引用の方法を説明する
〇 協働的な過程において、共同作業できるデジタルツール（共有ド
キュメントやスプレッドシート、プレゼン等）を活用する
〇 コンテンツ共有の技術を使って、コンテンツ共有する相手を選
び、明確に定義された権限設定により共有する
〇 学校における市民活動に参加するために、様々なデジタルサービ
スを選択して活用する

〇 文脈に応じて、適切なデジタルテクノロジーを選択し、適切な
デジタルコミュニケーションをする
〇 コンテンツ共有の技術を使って、コンテンツ共有する相手を選
び、適切な設定により共有する
〇 参照と引用の方法を説明する
〇 デジタルツールやテクノロジーを協働的な過程のために利用
し、知識等の協働構築や共創に活用する
〇 コンテンツ共有の技術を使って、コンテンツ共有する相手を選
び、目的に応じた権限設定により共有する
〇 学校における市民活動に参加するために、様々なデジタルサー
ビスを選択して活用する
〇 適切なデジタルテクノロジーを活用して、自己啓発と参加型市
民活動の機会を模索する

整理・分析

〇 デジタル共有ツールを活用し、簡単な項目
を整理して、比較したり関連づけたりすること
〇 簡単なデジタルツールを活用し、ものの個
数について簡単な絵や図で整理して、比較した
り関連づけたりすること

〇 デジタル共有ツールを活用し、意見を整理し
たり、分析したりする
〇 簡単なデジタルツールを活用し、●などを並
べて大きさを表すグラフを作成して、整理・分
析する

〇 デジタル共有ツールを活用して、意見を整理した
り、分析したりする
〇簡単なデジタルツールを活用し、観点をきめて分類
整理した表や棒グラフを作成し、情報の傾向を捉える

〇 デジタル共有ツールを活用して、意見を整理したり、
分析したりする
〇簡単なデジタルツールを活用し、観点をきめて分類整
理した表や棒グラフを作成し、情報の傾向を捉える

〇 デジタル共有ツールを活用して、意見を整理したり、分析したり
する
〇目的に応じたデジタルツールを活用し、観点をきめて二次元の表
や円グラフ・帯グラフ、折れ線グラフ等を作成し、情報の傾向と変
化を捉える

〇 デジタル共有ツール上で、意見を集約し、分かりやすく整理し
て、分析する
〇目的に応じたデジタルツールを活用し、二次元の表や柱状グラ
フ・円グラフ・帯グラフ、折れ線グラフ等を組み合わせて整理
し、情報の傾向と変化を捉える

表現・創造・発信

〇簡単なコンテンツ（音声・静止画・動画等）
を作成・編集し、デジタルを使った自己表現を
する
〇相手に応じて伝えたいことや伝え方を選び、
静止画や動画等を使って発表する
〇 新しいオリジナルなものを制作するため
に、コンテンツや情報の簡単な項目を修正し、
統合する

〇簡単なコンテンツ（音声・静止画・動画等）
や、キーボードによるローマ字入力でのドキュ
メントを作成・編集し、デジタルを使った自己
表現をする
〇相手に応じて伝えたいことや伝え方を選び、
プレゼンテーションによる発信をする
〇 新しいオリジナルなものを制作するために、
コンテンツや情報の簡単な項目を修正、改善、
統合する

〇 簡単なコンテンツ（音声・静止画・動画・文字等の
組み合わせ）キーボードによるローマ字入力でのド
キュメントを作成・編集し、デジタルを使った自己表
現をする
〇 目的や相手に応じて伝えたいことや伝え方を選び、
プレゼンテーションによる発信をする
〇 新しいコンテンツや情報の単純な項目を修正、改
良、統合して、新しいオリジナルを作る

〇 簡単なコンテンツ（音声・静止画・動画・文字等の組
み合わせ）、キーボードによるローマ字入力でのドキュ
メントを作成・編集し、デジタルを使った自己表現をす
る
〇 目的や相手に応じて伝えたいことや伝え方を選び、プ
レゼンテーションによる発信をする
〇 新しいコンテンツや情報の単純な項目を修正、改良、
統合して、新しいオリジナルを作る

〇 文字、静止画、動画などのメディアを組み合わせ、自分の考えを
強調しながら印象的に表現する
〇 目的や相手に応じて、論理構成と展開の工夫をし、プレゼンテー
ションによる発信をする
○ 目的に応じて、ページ構成や公開等の権限設定を工夫し、Webサ
イトで発信する
〇 学校広報のために、Blogで記事を投稿したり、コメント返信をし
たり、他校とのBlogにコメントを送る
〇 新しいコンテンツや情報の単純な項目を修正、改良、統合して、
新しいオリジナルを作る

〇 目的や意図に応じてコンテンツを多様な観点から編集し、効果
的に表現する
〇 目的や相手に応じて、論理構成と展開の工夫をし、プレゼン
テーションによる発信をする
○ 目的に応じて、ページ構成や公開等の権限設定を工夫し、
Webサイトで発信する
〇 学校広報のために、Blogで記事を投稿したり、コメント返信
をしたり、他校とのBlogにコメントを送る
〇新しいオリジナルなものを制作するために、コンテンツや情報
の項目の修正や、洗練、改善、統合する

評価
問題解決方法等

〇 自分のテクノロジー活用を振り返り、でき
るようになったことを見つける

〇 自分のテクノロジー活用を振り返り、できる
ようになったことを見つける
〇 問題解決におけるテクノロジー活用の大切さ
を意識して行動する

〇 デジタルコンテンツにおける事実と虚構を区別する
〇 目的に応じてテクノロジー活用の見通しを立てる
〇 問題解決の各段階におけるテクノロジー活用を振り
返り、改善点を見出す

〇 データ、情報、デジタルコンテンツの明確な情報源の
信頼性を分析、比較、評価する
〇 目的に応じて、テクノロジー活用の創造的な活用の見
通しを立てる
〇 問題解決の各段階におけるテクノロジー活用を振り返
り、改善点を見出す〇対象とする相手の視点で問題を見
つけ、解決する方法を創造的に設計する。
〇情報を分析し、その有効性や信頼性を評価し、対象と
する相手のインサイトにさらに共感する

〇 データ、情報、デジタルコンテンツの情報源の信頼性を、複数の
視点を想定し、分析、比較、評価する
〇 多様な良さ（目的に応じた時間・空間・モノ・ヒト・コト）に着
目して情報活用をする
〇 問題解決の各段階におけるテクノロジー活用を振り返り、改善点
を見出す
〇対象とする相手の視点で問題を見つけ、解決する方法を創造的に
設計する。
〇情報を分析し、その有効性や信頼性を評価し、対象とする相手の
インサイトにさらに共感する

〇 データ、情報、デジタルコンテンツの情報源の信頼性を、複数
の視点を想定し、分析、比較、評価する
〇 多様な良さ（目的に応じた時間・空間・モノ・ヒト・コト）に
着目して情報活用をする
〇 問題解決の各段階におけるテクノロジー活用を振り返り、改善
点を見出す
〇対象とする相手の視点で問題を見つけ、解決する方法を創造的
に設計する。
〇情報を分析し、その有効性や信頼性を評価し、対象とする相手
のインサイトにさらに共感する

ニュース・メディア
リテラシー

○コンテンツの利用時に制作者へ敬意を払おう
とする態度

○オンラインのコンテンツに敬意を払おうとする態度

○写真やビデオを改変するのは様々な理があることを
理解しようとする態度

〇情報に関する自分や他者の権利を大切にしようとする
態度

〇オンラインニュース記事の構成要素と構成を踏まえ活用しようと
する態度

〇インターネット上の誤った情報や誤解を招く情報、信頼できる
情報を見分けようとする態度

プライバシー・セ
キュリティ

〇インターネットを安全に利用しようとする態
度

〇インターネットを安全に利用しようとする態
度

○アカウントを保護しようとする態度 ○オンラインで安全に配慮して共有・公開しようとする
態度

○クリックベイトとそれを回避しようとする態 ○フィッシング詐欺から身を守ろうとする態度

ネットいじめ・オン
ラインもめ事・ヘイ
トスピーチ

○オンラインでよくたち振る舞おうとする態度 ○ネットいじめに直面したときに適切に対処しようと
する態度

○ネットいじめに遭遇したときに適切に対処しようとす
る態度

○ネットいじめに遭遇したときに適切に行動しようとする態度 ○ネットいじめに遭遇したときに適切に行動しようとする態度

デジタル足跡

○オンラインで共有した情報が「手がかり」と
なって残ることを意識する

○オンラインで共有した情報が「手がかり」と
なって残ることを意識する

○オンライン上の自分のアイデンティティをよりよい
ものにしようとする態度

○自分や他人によい効果をもたらすための行動をしよう
とする態度

○非科学的なジェンダーの先入観をもたずに行動しようとする態度 ○ソーシャルメディア（ブログ、ＳＮＳ、動画共有サイトなど）
を適切に活用しようとする態度

対人関係・コミュニ
ケーション

○インターネットで様々な人のつながりを意識
して利用しようとする理解

○オンラインのコミュニティでの約束やマナーを大切
にしようとする態度

○オンラインのコミュニティよりよい行動をしようとす
る態度

〇発信した情報や情報社会での影響を意識し行動しようとする態度 〇発信した情報や情報社会での影響を意識し行動しようとする態
度

メディアバランス・
ウェルビーイング

○テクノロジー利用を利用して不快になったと
きに適切に対処しようとする態度

○自分にとってのデバイスフリーを意識して利
用しようとする態度

○テクノロジーを責任を持って使用しようとする態度 〇自分のメディアバランスに気をつけてテクノロジー利
用使用とする態度

〇健康に配慮して情報メディアを活用しようとする態度 〇健康に配慮して情報メディアを活用しようとする態度

・情報や情報技術をよ

①多角的に情報を検
討しようとする態度

②試行錯誤し、改善
しようとする態度

１
問題解決・探
究における情
報活用の態度

問題解決・探
究における情
報を活用する
力（プログラ
ミング的思

考・デジタル
シティズン
シップを含

む）

〇試行錯誤し、改善しようとする態度
・問題解決における情報の大切さを意識して行
動する
・情報の活用を振り返り、できるようになった
ことを見つけようとする

〇試行錯誤し、改善しようとする態度
・複数の視点を想定して検討しようとする
・情報を創造しようとする
・情報及び情報技術の活用を振り返り、改善点を見出そうとする
• 自己開発の機会を求め、デジタルの進化に遅れを取らないよう
にする。

※問題を焦点化し、ゴールを明確にし、問題解決のための計画を立
て、調整しながら実行する
・目的に応じた情報メディアを選択し、調査や実験等を組み合わせ
ながら情報収集し、目的に応じた表やグラフ、「考えるための技
法」を適切に選択・活用し、情報を整理する
・情報の傾向と変化を捉え、類似点や規則性を見つけ、問題に対す
る解決策を明らかにする
・目的や意図、伝える相手に応じて構成しながら説明し、自分の考
えを強調しながら印象的に伝える
・問題解決過程を見直し、新たな問いを生む
ーーーーーーーーーーーーーーーーー
＜考えるための技法＞の活用
〇目的や意図に応じて考えるための技法を活用する
（比較、分類、関連付け、順序付け、多面的にみる、評価、構造化
するなど）
（例）
・学習事項を多様な視点で関連付け、意味付ける
・複数の視点を想定して検討する
・限定的な事象に含まれる必要な情報を精査しながら、事象を構造
的にとらえる
・原因と結果の因果関係について考察する
・事実をもとに自分の考えを構造化して組み立てる

※問題を焦点化し、ゴールを明確にし、シミュレーションや試作
等を行いながら問題解決のための情報活用の計画を立て、調整し
ながら実行する
・目的に応じた情報メディアを選択し、調査や実験等を組み合わ
せながら情報収集し、目的に応じた表やグラフ、「考えるための
技法」を適切に選択・活用し、情報を整理する
・情報の傾向と変化を捉え、類似点や規則性を見つけ他との転用
や応用を意識しながら問題に対する解決策を考察する
・目的や意図に応じて複数の表現手段を組み合わせて表現し、聞
き手とのやりとりを含めて効果的に表現する
・情報及び情報技術の活用を振り返り、改善点を論理的に考える
ーーーーーーーーーーーーーーーーー
＜考えるための技法＞の活用
〇目的や意図に応じて考えるための技法を活用する
（比較、分類、関連付け、順序付け、多面的にみる、評価、構造
化するなど）
（例）
・学習事項を多様な視点で関連付け、意味付ける
・複数の視点を想定して検討する
・複数の事象に含まれる必要な情報を精査しながら、事象を構造
的にとらえる
・原因と結果の因果関係について考察する
・事実をもとに自分の考えを構造化して組み立てる

〇多角的に情報を検討しようとする態度
・情報同士のつながりを見つけようとする
・新たな視点を受け入れて検討しようとする

〇多角的に情報を検討しようとする態度
・情報同士のつながりを見つけようとする
・新たな視点を受け入れて検討しようとする

〇多角的に情報を検討しようとする態度
・情報を構造的に理解しようとする
・複数の視点を想定して検討しようとする

〇多角的に情報を検討しようとする態度
・情報を構造的に理解しようとする
・複数の視点を想定して検討しようとする

自律性をもって、自分のニーズに従って、明確に定義された非定型的な問題を解決することができる

学び
に向
かう
力、
人間
性等

〇多角的に情報を検討しようとする態度
・事象と関係する情報を見つけようとする
・情報を複数の視点から捉えようとする

〇多角的に情報を検討しようとする態度
・事象と関係する情報を見つけようとする
・情報を複数の視点から捉えようとする

※事象を情報とその結
び付きの視点から捉
え、情報及び情報技術
を適切かつ効果的に活
用し、問題を発見・解
決し、自分の考えを形
成していく力

※体験や活動から疑問を持ち、解決の手順を見
通したり分解して、どのような手順の組み合わ
せが必要かを考えて実行する

・身近なところから課題に関する様々な情報を
収集し、絵や図などを用いて、情報を整理する

・情報の概要を捉え、分解・整理し、自分の言
葉でまとめる

・相手を意識し、わかりやすく表現することが
できる

・問題解決における情報の大切さを意識しなが
ら情報活用を振り返り、できるようになったこ
とに気付くことができる　等

ーーーーーーーーーーーーーーーーー
〇比較、分類などの技法の活用
・物事の同じところと違うことを見つける
・簡単で複数の情報を仲間分けできる
・２つの事象間のつながりが見つけられる　な
ど

〇試行錯誤し、改善しようとする態度
・問題解決における情報の大切さを意識して行
動する
・情報の活用を振り返り、できるようになった
ことを見つけようとする

〇試行錯誤し、改善しようとする態度
・目的に応じて情報の活用の見通しを立てようとする
・情報の活用を振り返り、改善点を見出そうとする

〇試行錯誤し、改善しようとする態度
・複数の視点を想定して検討しようとする
・情報を創造しようとする
・情報及び情報技術の活用を振り返り、改善点を見出そ
うとする

〇試行錯誤し、改善しようとする態度
・複数の視点を想定して検討しようとする
・情報を創造しようとする
・情報及び情報技術の活用を振り返り、改善点を見出そうとする

自分で、自律性を高めながら、わかりやすい問題を解決していくことができる

思考
力、
判断
力、
表現
力等

基本的なレベルでは、適切な指導や手助けがあり、自律性を高めながらできる

※体験や活動から疑問を持ち、解決の手順を見
通したり分解して、どのような手順の組み合わ
せが必要かを考えて実行する

・身近なところから課題に関する様々な情報を
収集し、絵や図などを用いて、情報を整理する

・情報の概要を捉え、分解・整理し、自分の言
葉でまとめる

・相手を意識し、わかりやすく表現することが
できる

・問題解決における情報の大切さを意識しなが
ら情報活用を振り返り、できるようになったこ
とに気付くことができる　等

ーーーーーーーーーーーーーーーーー
〇比較、分類などの技法の活用
・物事の同じところと違うことを見つける
・簡単で複数の情報を仲間分けできる
・２つの事象間のつながりが見つけられる　な
ど

※収集した情報から課題を見つけ、解決に向けた活動
を実現するために情報の活用の見通しを立て、実行す
る
・調査や資料等から情報を収集し、情報同士のつなが
りを見つけたり、観点を決めた表やグラフ等や習得し
た「考えるための技法」を用いて情報を整理する力
・情報を抽象化するなどして全体的な特徴や要点を捉
え、新たな考えや意味を見出す
・根拠を持って結果を予想する
・表現方法を相手に合わせて選択し、相手や目的に応
じ、自他の情報を組み合わせて適切に表現する
・自らの情報の活用を振り返り、手順の組み合わせを
どのように改善していけば良いのかを考える　　　等
ーーーーーーーーーーーーーーーーー
＜考えるための技法＞の活用
〇考えるための技法を活用する
（比較、分類、関連付け、順序付けなど）
（例）
・比較や分類を技法として理解し、二つや三つ程度の
観点から分類整理する
・簡単で複数の情報や考えを関連付ける
・構成の順序を意識し、順番を変える
・1つの事象について立場を変えて多面的にみること
ができる

※収集した情報から課題を見つけ、解決に向けた活動を
実現するために情報の活用の見通しを立て、実行する
・調査や資料等から情報を収集し、情報同士のつながり
を見つけたり、観点を決めた表やグラフ等や習得した
「考えるための技法」を用いて情報を整理する力
・情報を抽象化するなどして全体的な特徴や要点を捉
え、新たな考えや意味を見出す
・根拠を持って結果を予想する
・表現方法を相手に合わせて選択し、相手や目的に応
じ、自他の情報を組み合わせて適切に表現する
・自らの情報の活用を振り返り、手順の組み合わせをど
のように改善していけば良いのかを考える　　　等
ーーーーーーーーーーーーーーーーー
＜考えるための技法＞の活用
〇考えるための技法を活用する
（比較、分類、関連付け、順序付け、多面的にみるな
ど）
（例）
・比較や分類を技法として理解し、二つ以上の観点から
分類整理する
・複数の情報や考えを関連付ける
・構成の順序を意識し、順番を変える
・1つの事象について立場を変えて多面的にみることがで
きる

①
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①
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共
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